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私
た
ち
保
護
司
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て

一
、
公
平
と
誠
実
を
旨
と
し
、
過
ち
に
陥
っ
た
人
た
ち
の
更
生
に
尽
く
し
ま
す
。

一
、
明
る
い
社
会
を
築
く
た
め
、
す
べ
て
の
人
々
と
手
を
携
え
、
犯
罪
や
非
行
の
予
防   

　
　
に
努
め
ま
す
。

一
、
常
に
研
鑽
に
励
み
、
人
格
識
見
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

保護司信条

初めて、八幡保護司会サポートセンターの地
域交流で、「お祭り」を開催。
消防音楽隊の演奏会でトトロの曲で、地域の
方や子ども達の大拍手で始まりました。
その後、スタンプラリーで
ゲームやホゴちゃんのクイズ
で楽しみました。
更生保護女性会の協力もあ
り、大盛況でした。

八幡サポートセンターまつり　　令和６年３月１６日（土）八幡サポートセンターまつり　　令和６年３月１６日（土）八幡サポートセンターまつり　　令和６年３月１６日（土）

福
岡
保
護
観
察
所
北
九
州
支
部
支
部
長
　
　
山
口
　
範
之
　

八
幡
保
護
区
保
護
司
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、平
素
か
ら
更
生

保
護
活
動
に
御
尽
力
い
た
だ
き
、深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、既
に
ご
承
知
の
と
お
り
、更
生
保
護
法
の一
部
が
改
正
さ
れ
、昨
年

十
二
月
か
ら
施
行
さ
れ
て
い
ま
す
。今
回
の
法
律
改
正
の
背
景
に
は
、「
支
援
が
必
要
で
あ
る
の
に

支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
刑
務
所
出
所
者
等
が
い
る
」と
い
う
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
課
題
に
対

応
す
る
た
め
、①
更
生
緊
急
保
護
制
度
の
拡
充
、②
刑
執
行
終
了
者
等
に
対
す
る
援
助
、③
更
生

保
護
に
関
す
る
地
域
援
助
に
つい
て
の
各
種
規
定
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。そ
し
て
、こ
う
し
た
取
組

の
基
盤
と
な
る
の
は
、関
係
機
関
等
の
連
携
で
す
。そ
し
て
、支
援
が
必
要
な
人
を
途
切
れ
る
こ
と

な
く
、地
域
の
支
援
に
円
滑
に
つ
な
ぐ「
息
の
長
い
」支
援
を
確
保
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。そ

の
た
め
に
、八
幡
保
護
区
内
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
盤
石
と
な
る
よ
う
、保
護
司
の
皆
様
一
人
一

人
の
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
賜
り
ま
す
よ
う
、よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

八
幡
保
護
区
保
護
司
会
会
長
　
　
上
村
　
英
樹
　

皆
様
に
は
、日
頃
か
ら
八
幡
保
護
区
保
護
司
会
の
更
生
保
護
活
動
に
つ

き
ま
し
て
、ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、昨
年
度
は
会
長
就
任
１
年
目
で
右
も
左
も
わ
か
ら
な
い
な
か
、副

会
長
や
理
事
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
に
支
え
ら
れ
、更
生
保
護
関

係
団
体（
保
護
司
会
、更
生
保
護
女
性
会
、Ｂ
Ｂ
Ｓ
会
、協
力
雇
用
主
会
等
）が一体
と
な
り
、見
守

り
支
え
て
い
く
た
め
の
連
絡
会『
更
生
保
護
関
係
団
体
連
絡
会
議
』、保
護
司
活
動
の
周
知・理

解
を
深
め
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
活
用
を
促
進
す
る
た
め
、地
域
と
連
携
し
た『
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
ま
つ
り
』と
いっ
た
新
規
事
業
を
無
事
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

本
年
度
も
、昨
年
度
に
引
き
続
き
、保
護
司
の
関
係
団
体
や
地
域
と
の
さ
ら
な
る
連
携
の
強
化

に
取
り
組
み
、犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
の
立
ち
直
り
を
支
え
る「
保
護
司
」の
持
続
可
能
な
活
動

を
目
指
す
し
て
ま
い
り
ま
す
。ま
た
、共
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
保
護
司
の
担
い
手
確
保
に
も

努
め
て
、よ
り
充
実
し
た
保
護
司
会
活
動
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

皆
様
、本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

保護司組織活動活性化事業

や
は
た

や
は
た

保
護
司
会
だ
よ
り

保
護
司
会
だ
よ
り
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〇SDGs 研修会（人権研修）8/1（火）
　「障害者についての研修」外部講師依頼（写真）
〇企画調整保護司研修 8/3（木）　企画調整保護司参加
〇BBS 研修　8/10（木）
〇保護司みらい研修所（調査協力）10/27（金）
〇薬物研修会　11/28（火）

子ども食堂「くれかきっちん」支援

その他の研修会（サポートセンター及び福岡保護観察所にて）

本城中学校との連携活動防犯夜間パトロール

黒崎地区・折尾地区・八幡東地区で
実施毎月、少年補導員等と防犯のた
めのパトロールをしています。

令和5年6月19日 14時～　
生徒の非行防止の指導について先
生方と協議連携
参加者10名

第73回社会を明るくする運動
～街頭啓発キャンペーン～

社会を明るくする運動作文
選考会　９月６日（水）

応募校数…小学校16校
　　　　　中学校14校
30名の児童・生徒に会長賞と図書
券を配布

7月21日(金)・23(日)
・黒崎の商店街を八幡西区長と共に
・黒崎祗園にて地域貢献活動で啓発パレード
9月2日（土）イオンモール八幡東で街頭啓発

毎月、第3金曜日17時～20時　開催
クレカ若松（ボートレース若松内）体験活動の
後に食事交流をしています。
みんなでお話、お腹いっぱい食べて大満足

〇「雇用協力事業者等研修事業」　R6/2/2（金）
〇令和 5年度保護司会におけるSST自主研修会　R6/3/25（月）
「保護司の面接の対応を学ぶ」　（写真）
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各地区ミニ研修会

令
和
五
年
度
更
生
保
護

　
　
　
　
　
　
　
功
労
者
顕
彰

法
務
大
臣
表
彰
（
保
護
司
）

　

梶
原　

富
士
雄

　

白
石　

信
太
郎

　

水
戸　

妙
子

全
国
保
護
司
連
盟
会
長
表
彰
（
保
護
司
）

　

小
野　

壽
子

　

中
尾　

彰
子

九
州
地
方
更
生
保
護
委
員
会

委
員
長
表
彰
（
保
護
司
）

　

杉
山　

元
陽　
　

戸
髙　

貴
子

　

三
浦　

正
子　
　

森
野　

陽
二

九
州
地
方
保
護
司
連
盟
会
長

表
彰
（
保
護
司
）

　

岩
満　

洋
子　
　

上
野　

厳
亭

　

梅
原　

龍
三　
　

久
我　

裕
司

　

豊
川　

博
文　
　

羽
生　

敏
男

福
岡
保
護
観
察
所
長
表
彰
（
保
護
司
）

　

芳
賀　

博
之　
　

橋
本　

智
美

　

松
原　
　

平　
　

矢
野　

直
子

福
岡
県
保
護
司
会
連
合
会

会
長
表
彰
（
保
護
司
）

　

瓜
生　

康
輔　
　

桑
野　

健
二

　

旧
谷　

祐
希　
　

松
田　

敏
克

福
岡
県
保
護
司
会
連
合
会
長

感
謝
状
（
家
族
功
労
者
）

　

中
塚　

香
子　
　

佐
藤　

栄
作

福
岡
県
知
事
感
謝
状
（
保
護
司
）

　

立
石　

三
稔　
　

塚
本　

美
子

　

馬
渡　

良
子　
　

三
戸　

妙
子

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

〇折尾分東西合同区　7/23
テーマ：「保護観察の体験談」と主任官の講話
参加者1６名
〇上津役分区　7/28
テーマ：「保護司の活動」と主任官の講話　　
参加者1３名
上津役分区　小倉拘置支所見学　11/22
参加者　８名
〇黒崎東西分区合同　12/1
テーマ：「保護区の状況と薬物」と主任官の講話
参加者　8名
〇八幡東区全分区合同　３/２９　（写真あり）
テーマ：「面接報告書H＠（はあと）パソコン入力
　　　を学ぶ」
参加者　14名

第１期研修会　参加人数：３４名
　　日　時：令和５年６月２９日（木）１４時００分
　　場　所：黒崎市民センター　３階　多目的ホール
　　テーマ：「しょく罪指導プログラムを活用した保護観察の処遇について」

　　　講　師：木田　太樹　主任官
第２期研修会　参加人数：３３名
　　日　時：令和５年９月２６日（火）１４時００分　　
　　場　所：八幡西区コムシティ大会議室　３階   
　　テーマ：「面接・接触確保に向けた工夫・留意点について」
　　講　師：木田太樹　主任官　面接の基本を確認し、事例検討を通して面接

　　　　　　　の進め方を含めた接触確保に向けた工夫・留意点を学ぶ
第３期研修会　参加人数：４１名
　　日　時：令和６年９月２０日（土）１7時００分～１8時００分
　　場　所：八幡西区アートクレフクラブ　
　　テーマ：『更生保護法の改正を踏まえた「息の長い」支援の推進について』
　　講　師：田中紀久子　主任官
　　　　　　更生緊急保護制度の拡充、「刑執行終了者等に対する援助」・「更生
　　　　　　　保護に関する地域援助」の新設
　　　　　　薬物依存、高齢、障害、孤独、孤立など支援が必要な人については本
　　　　　　　人の同意を前提として保護観察終了後も支援を継続することが再犯
　　　　　　　防止につながる

令和５年度　八幡保護司会

定例研修会

視察研修  小倉少年鑑別支所視察
令和 5年 11月8日（水）
参加者 8名
服部支所長による施設の入所から
退所までの流れが理解できました。
また、施設内を見学、静かな環境
で過去の過ちと向き合う時間が確
保されていました。（写真あり）



八幡保護区保護司会だより 2024年５月 第34号（4）

本紙についてのご意見、ご要望は…八幡保護司会　事務局　TEL.093-482-6339

◎新任保護司 　（敬称略）
令和5年9月1日付け
・有田佐登子（黒崎東）
・神谷慎吾（黒崎西）
・藤　元昭（折尾西）
・旧谷征江（木屋瀬）
・吉次慶祐（前田）　　どうぞよろしくお願いします

◎退任保護司 　（敬称略）

・矢野宏幸（前田）令和5年8月31日付け
・岩満洋子（折尾西）令和6年1月31日付け
・矢野直子（香月）令和6年3月28日付け
　長年、更生保護事業にご尽力いただき感謝申  
　し上げます。
　今後もご活躍とご健勝をお祈りいたします

会　長：
副会長：

会　計：
事務局：

上村英樹（枝光）
辰川律子（黒崎西）
山本敏明（折尾西）
梶原富士雄（尾倉）
渡部とみ子（大蔵）
塚本美子（尾倉）

〇部会
・総務部：担当役員…上村会長
　　部会長…田中眞弓・松本幸一・石松光雄
　　　　　　藤木伸次
・研修部：担当役員…梶原副会長
　　部会長…井上雄大・中尾彰子・三戸妙子
・犯罪防止部：担当役員…山本副会長
　　部会長…厚見茂喜・坂本今朝武・中塚信太郎
　　　　　　村上雄二
・協力組織部：担当役員…辰川副会長
　　部会長…立石三稔・内田健・白石正子・星野正俊
〇監事：上野厳享（尾倉）・芳賀博之（上津役）

令和6年度役員体制（理事）

◎敬弔
・安西房子（黒崎西）令和5年9月28日逝去　享年74歳
　ここに生前のご功績をしのび、謹んで哀悼の意を表し
　ます　
　ご冥福をお祈りいたします

令和6年度　行事計画

会計監査
新任保護司辞令伝達式及び研修会
令和5年度定期総会
福岡県保護司会代表者協議会
市保連･北九州ブロック運営協議会総会
社会を明るくする運動北九州市推進委員会
社会を明るくする運動八幡東区推進委員会
第1期保護司定例研修会
社会を明るくする運動街頭キャンペーン活動
折尾東･西分区合同ミニ研修会
上津役分区ミニ研修会
SDGs研修会(人権研修)
八幡東区社会を明るくする運動キャンペーン
社会を明るくする運動作文選考会
第2期保護司定例研修会
県保護司会代表者会協議会
北九州ブロック保護司会運営協議会
'福岡県更生保護功労者顕彰式典
八幡保護司会理事研修
上津役分区ミニ研修会
黒崎東･西地区合同ミニ研修会
第13斯保護司定例研修会
雇用協力事業者等研修会
サポートセンターまつり
県保護司会代表者会協議会
更生保護関係団体代表者協議会
八幡東分区合同ミニ研修会
SST研修会
定例理事会　毎月第２水曜日（1月８月は除く）
各地区夜間パトロール

会計監査
令和6年度定例総会
第1期保護司定例研修会
保護司研修一泊旅行
社会を明るくする運動啓発キャンペーン (小倉駅 )
社会を明るくする運動作文募集
社会を明るくする運動街頭啓発 (黒崎駅 )
社会を明るくする運動作文選考会
第2期保護司定例研修会
福岡県更生保護功労者顕彰式典
第3期保護司定例研修会

定例理事会　毎月第２水曜日（1月８月は除く）
各分区ミニ研修会
各地区夜間パトロール

4月

6月

7月

9月
10月
11月
1月

随時

令和5年度　行事報告
４月

５月

６月

７月

8月

9月

10月

11月

12月
1月
2月

3月

随時

新事務局ごあいさつ
　令和5年7月21日より、事務局を担当することになりました。
分からないことが多く、皆さまにご迷惑をおかけすることがあ
るかと思いますが、スムーズな事務処理ができますように努め
てまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局　塚本　美子　

--- 編　集　後　記 ---
令和５年度は、新しい事業や研修会も多数実施し、更生保

護女性会やＢＢＳとの連携も一層充実しています。
また、新しく塚本美子保護司が事務局員を担当し
ています。
　　　　　　　　　　　　　　総務部　田中 眞弓


